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≪幹事会のうごき≫  平成 28 年 5 月 12 日（木）15:00～17:00 に一般財団法人日本水産油脂協会新館において

平成 28 年度第 2回幹事会が開催された。 

・第 19 回通常総会資料について、最終的な意見調整が行われた。 

・幹事会で採択した学術情報を、マスコミに取り上げてもらう件について検討した。 

森永乳業株式会社  清水 隆司 

通常総会と公開講演会 

  本年も6月に入り、関東地方までが平年よりも3日早く梅雨入りしました。梅雨には相応の趣も感じますが、一般

的にはジメジメとした気候は決して心地良いものではなく、食品衛生の観点からも特に注意を要する時期とされて

います。昨年 9 月に鬼怒川水系で発生した関東・東北豪雨による大規模水害をあげるまでもなく、集中豪雨や長

雨による過度の降水は遠慮したいところですが、日本各地ともこの時期に適度な降水量が確保できないと夏期の

水不足等の主因となるだけに、空梅雨でも困ります。 

  ところで、この時期は当協議会にとっても大変重要な時期です。当協議会の最も重要なイベントである「第 19 回

通常総会」が、5月18日に東京・四ツ谷の弘済会館にて開催されました。幸い天候にも恵まれ、多くの会員の皆様

に御参集頂き、無事に全ての議案の承認をもって終了することが出来ました。ここに、会員の皆様のご理解とご協

力に改めて御礼を申し上げます。 

  恒例の総会終了後の講演会では、会員の皆様にとって大変関心の高いテーマの 1 つであると考え、「機能性表

示食品」にスポットを当てて 2 名の先生にご講演頂きました。1 人目の(株)グローバルニュートリショングループの

武田 猛先生には、機能性表示食品制度の現状と最新のトレンド、将来展望について、２人目の農林水産省・農林

水産技術会議事務局の小宮 英稔先生には、農林水産物の機能性表示に関するメリットや課題と共に、機能性表

示推進に向けた産官学の連携について、それぞれご専門の立場から大変詳しいお話を伺うことが出来ました。ま

た、講演会に先立って、ご来賓の水産庁・漁政部 加工流通課の大橋 勇太課長補佐から、「水産物の放射性物

質調査」についてご説明も頂きました。今回のご講演内容が、皆様の今後の取り組みに少しでもお役に立つもの

であったのであれば幸いです。 

  今後も、当協議会では、DHA・EPA の普及啓発に向けた取り組みを行うと共に、会員の皆様の活動にお役にた

てるよう、研修会や公開講演会等を企画して参ります。毎月会員の皆様にお届けする「一般情報」及び「学術情

報」による会員相互の情報共有と共に、一般の方々も対象とする公開講演会において DHA・EPA に関する最新の

情報を広く発信することは、当協議会の重要な使命と考えています。この公開講演会を有意義なものとするために

も、取り上げて欲しいテーマなどについてご希望がありましたら事務局までお寄せください。講師の選定の可否や、

限られた予算の中での検討であることから、全てのご要望にお応えできる訳ではありませんが、幹事会で検討さ

せて頂き、今後の開催内容に反映させていきたいと考えております。是非とも積極的なご活用をお願い致します。 
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